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和名

①個別データシート

石こうボード整理番号: JP315046

種類 製品

分類 窯業・土石製品

石こうボードの製造

材料の投入～焼成・混合・ボード成形・硬化

主要原材料：二水石こう、板紙、添加材

主要産出物：石こうボード

輸送は範囲外

石こうボードは主に建物の建築に用いられる。

投入される主原料は二水石こうであり、これを加熱して結晶水を除き、焼き石こうとし、これに水を加え、板紙とと
もにボード状に成形する。石こうが硬化し、石こうボードとなる。厚みは9.5ｍｍのものと12.5ｍｍのものが主流であ
り、出荷されているボードの平均厚みは11.1ｍｍである。これは実際に商品として用いられている12.5ｍｍ厚のもの
のデータである。ＪＩＳ規格では、せっこうボード1ｍ2あたりの重量として7.5～11.3kgとなっている。焼き石こうに対する
混水率50％とし、工業用水の投入量を決定した。

平成12年度新エネルギー・産業技術総合開発機構委託　“製品等ライフサイクル環境影響評価技術開発成果報告書”

・技術記述子

・情報源

・技術の内容と機能

・データ作成者コメント

平成12年度新エネルギー・産業技術総合開発機構委託　“製品等ライフサイクル環境影響評価技術開発成果報告書”より、原材
料、エネルギー、を算出した。水の投入量に関するデータは得られなかった。石こう型などの作成方法を紹介する資料などでは、半水石こ
う1に対して水の量0.7（重量比）となっている。また半水石こうを二水石こうにするのには半水石こうに対して水は約0.2（重量比）である。
余剰水は硬化後の石こうの強度に悪影響を及ぼす。半水石こうに水を加えてスラリー状にしたものについては加工性も重要であり、これら
の要因を踏まえ、水分投入量を半水石こうに対して50％とした。

・適用範囲

主原料は二水石こうであり、一旦焼き石こうにした後、水を加えて成形、硬化して石こうボードとするものである。両面に板紙を有する。住
宅の壁材など、建築用途で広く使用されている。厚みは12.5ｍｍのものである。ＪＩＳ規格で厚み12.5ｍｍの石こうボードの重量として、
7.5～11.3ｋｇ/ｍ2の記載がある。

・システム境界

資源の採取から石こうボードの製造までを評価範囲とする。製品の日本国内における輸送を含まない。包装材を含まない。容器充填を
含まない。輸送のための梱包材を含まない。排水処理を含まない。産廃処理を含まない。

・配分

共製品なく配分なし

・GHG排出量の要因

主なGHG排出源は、石こう,二水,日本流通(二水せっこう)由来のCO2(化石資源由来）、蒸気由来のCO2(化石資源由来）、熱エネル
ギー,C重油(Ｃ重油)由来のCO2(化石資源由来）、である。

・情報源分類 その他調査データ

 kg-CO2e/m28.60E+00・GHG排出量



区分 フロー区分 品目名 数値 単位 備考

②入出力データ

連鎖した品目名
公開整
理番号

JP120001ユーティリティ 中間フロー 入力 電力 3.50E-01 kWh電力,公共

JP122001ユーティリティ 中間フロー 入力 蒸気 8.00E+00 kg蒸気
JP323002ユーティリティ 中間フロー 入力 工業用水 3.88E+00 kg工業用水道
JP111022ユーティリティ 中間フロー 入力 Ｃ重油 2.00E-01 L燃焼･C重油

資源/原材料 中間フロー 入力 添加材 1.30E-01 kgその他の他に分類さ
れない有機化学工業
製品

資源/原材料 中間フロー 入力 二水せっこう 9.20E+00 kg石こう,二水,日本流通

資源/原材料 中間フロー 入力 板紙 5.00E-01 kg建材原紙

JP315046製品 中間フロー 出力 石こうボード 1.00E+00 m2石こうボード


